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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、近赤外セラノスティクスに必要な機能を同一複合体に有するカーボンナノチューブ（CNT）

複合体の作製に向けた機能化の手法および設計指針を提案している。合成した複合体の評価から、

高い表面設計自由度をもつCNTミセル重合法の利用が効果的であることを示している。本研究で得ら

れた成果は、近赤外セラノスティクスの実用化のみならず多機能性CNT複合体の創成に貢献する。こ

れらの成果は、化学システム工学上重要な知見を得たものとして価値ある業績と認められる。よっ

て、本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


